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新製品一覧 バージョン 2020

製品名

キュービクルプラン
(CP3D) 

製品機能

3Dで銅帯や太線の配策設計ができるオプション製品

製品説明

ACAD-DENKIで作成した回路図からのFromTo情報と、3D盤図オプション等で作成した3Dの部品配置モデルを使用し、
銅帯や太線の引き回しを作図し、各種製造のための情報を作成するACAD-DENKIオプション製品です。



新機能・改善機能一覧 2020 新機能と改善機能

コマンド、機能 項目説明

システム 対応OS/ベースCAD ベースCADにAutoCAD2020が追加されました。

メディア インストーラの統合 図研アルファテック製品のメディアを統合しました。

ライセンスファイルメディア廃止 パッケージに同梱していたメディアでの提供から、ご登録代表担当者様へのメール
配信となりました。

ACAD-DENKI 渡り線処理機能 (NEW)

渡り線呼合一覧表示・編集

渡り線処理・呼合処理を一覧ダイアログ内表示から、一括で、確認・編集することがで
きるよう機能を追加・拡張しました。

渡り線の呼び合い情報を一覧表示し、呼び合いを1:Nのグループにまとめたり、呼び合
い先を変更できるようになりました。

配線端に渡り線シンボルを自動配置、また、一括削除できるようになりました。

線番入力ページ/シート付加機能 自動線番入力以外の線番入力コマンドにもページ/シート付加機能が実装されました。

非表示属性値を確認・クリアする
コマンド(NEW)

非表示の属性の値をテキストとして表示して確認するコマンド、また、不要な属性値を
クリアするコマンドが提供されました。

シンボル入力(パレット) シンボル名やプロパティで目的のシンボルを検索できるようになりました。

WIM DB インストールオプションになりました。プログラムと機能の「変更」で確認可能です。

3D盤図 表示コントロール(NEW) 操作で邪魔になる図形を容易に非表示指定できるようになりました。

相対座標(NEW) 操作対象面に簡単にUCS指定、また、LookFromビューとの合致もサポートしました。

補助線 UCS指定した面に補助線を作図できるようになりました。

部品配置 各部品配置コマンド実行時、あらかじめ面定義しておかなくても都度、ソリッド面を指定
して部品配置できるようになりました。

ハード回路シミュ
レーター

シミュレーション情報チェック ショート箇所や回り込み回路をチェックする機能が追加されました。

ケーブルFromToリ
ンク

設定 電線サイズ指定方法等を改良しました。



■対応OS

Windows 7 (SP1) 32/64bit

Windows 8.1 32/64bit

Windows 10 32/64bit

■対応ベースCAD

BricsCAD V18～V19
※BricsCAD V17以前のバージョンには対応しておりません。

AutoCAD 2018～2020
※AutoCAD2017以前のバージョンに対応しておりません。

※AutoCAD2019以降はWindows10 32bitには対応しておりません。
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対応OS / ベースCAD対応OS / ベースCAD



■インストールメディア

インストールメディアを統合しました。
メディア種類：クライアントインストーラ、サーバー製品用インストーラ

インストール製品の判断をライセンスファイルから行えるようにしました。

■図研アルファテック製品のライセンスファイル

提供方法の変更

提供方法：メール配信
旧出荷方法：パッケージにライセンスメディアを同梱

ライセンスファイルは、ご登録代表担当者様へのメール配信

パッケージ（製品インストールメディア、ドキュメント）は、従来通り配送となります。
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メディアメディア



銅帯や太線の配策設計を3Dで行うオプション
製品です。
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新製品 / キュービクルプラン新製品 / キュービクルプラン

コマンドを実行すると「ルート作図」が表示！
「ルート作図」で確認しつつ、通過点の指示/削
除、パラメータの変更 等の編集、作図が可能！



渡り線呼合一覧表示・編集渡り線呼合一覧表示・編集
既存の渡り線処理の大部分を新コマンド「渡り線呼合一覧表示・編集」のダイアログから実行できる。
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各行単位で図面を展開する。

有効な活用方法
渡り線シンボルを一括配置、または削除を行いたい。From1：1とFromPを入れ替えたい！
⇨本コマンドを実施！一覧からの編集、呼び合い実行！



渡り線呼合一覧表示・編集渡り線呼合一覧表示・編集

[渡り線シンボル自動配置] 対象図面内の配線の右(下)端にはFrom1:1シンボル、左(上)端にはToシンボルを配置する。

[渡り線シンボル削除] 対象図面内の渡り線シンボルを削除する。

[グループ化] ダイアログ内のFromとToの指定した行をグループ化する。

グループ化されたFromとToのセットはダイアログの「呼合実行」で優先処理される。ロック状態に反したグループ化は不可。

[グループ解除] ダイアログ内の指定行のグループ化を解除する。

[呼合実行] ダイアログ内の指定行について、渡り線呼合処理を実行する。

[更新] プロジェクト内の最新の図面状態をダイアログ情報に反映する。

[ズーム] カーソル行の対象図面・オブジェクトをCAD画面でズームする。

[呼合符号を編集] 指定行の呼合符号を入力・編集する。

[ロック解除] 「渡り線個別呼合指定」でロック化された(ダイアログ内でカギマークが付いている)行の対応シンボルの属性ロックを

クリアし、行のカギマークを消去する。

[From1:N切替] From1:1シンボルとFrom1:Nシンボルの切替。

指定行がFrom1:1シンボルであれば、From1:Nシンボルへ切替(Vice Versa)。 指定行がToシンボルであればスキップ。
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各行単位で図面を展開する。

ダイアログボタン説明



渡り線呼合一覧表示・編集（渡り線シンボル自動配置）渡り線呼合一覧表示・編集（渡り線シンボル自動配置）

配線端に渡り線シンボルを自動配置できるようになりました。
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処理対象
⇨電気図面選択

処理の繋がり優先
・ページ：若い順
・座標：左->右、上->下

有効な活用方法
「汎用CADで絵的な回路図が沢山あるが、すぐに配線のつながりを処理したい！」
⇨本コマンドを実施！対象線の端点に渡り線シンボル（From/To）を自動配置！

対象
WIRE*画層にある線分
PLINEは対象外

処理結果



渡り線呼合一覧表示・編集（シンボル削除）渡り線呼合一覧表示・編集（シンボル削除）
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有効な活用方法
「流用図面で渡り線シンボルの削除し忘れを防ぎたい！」「図面の修正で渡り線を繋げ直すのが面倒！」
⇨本コマンドを実施！線番を残し渡り線シンボルだけを削除。図面修正後に渡り線シンボル自動配置！

渡り線呼合情報一括クリア！

処
理

結
果

• 渡り線シンボル削除



線番順入力/線番順入力（一括）線番順入力/線番順入力（一括）

11

自動線番入力以外の線番入力コマンドにもページ/シート付加機能が実装されました。

20202019



バスライン線番入力バスライン線番入力
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ページ/シート付加機能が実装されました。

20202019



非表示属性コントロール( )非表示属性コントロール( )
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属性値確認/属性の値をテキスト表示します。

有効な活用方法
部品の情報を知りたいが、個別の部品を選ぶ、表示を変更するのは面倒！
⇨本コマンドを実施！シンボル内の値をWARNING画層にマルチテキストで作図！

WARNING画層にマルチテキストで作成
属性値/内容を簡単に目視確認！
部品情報を変更した場合は？
コマンド再実行！ -> テキスト更新！
[]



非表示属性コントロール( )非表示属性コントロール( )
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属性値クリア/シンボルの属性と「属性値確認」で作成したテキストの値をクリアします。

有効な活用方法
部品のプロパティ情報をクリアしたいが、個別に修正するのは面倒！
⇨本コマンドを実施！部品情報と「属性値確認」で作成したテキスト情報を一括でクリア！

クリア実行

テキストの値と属性
値のみをクリア！



シンボル入力（パレット）- 検索シンボル入力（パレット）- 検索
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検索ボックスからシンボル名やプロパティで目的のシンボルを検索ができます。

2020
2019

選択フォルダ以下を検索



WIMWIM
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インストールオプションになりました。Windowsのプログラムと機能の「変更」で確認可能。

2019
2020



有効な活用方法
3D作図編集を行いたいが、前面部品を個別に非表示にするのは手間！
⇨本コマンドを実施！選択パターンで表示をコントロール！選択パターンは図面に保持！

3Ｄ盤図 表示コントロール（ ）3Ｄ盤図 表示コントロール（ ）
操作で邪魔になる図形を容易に非表示指定できるようになりました。
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表示を選択パターンで
コントロール！



3D盤図 相対座標（ ）3D盤図 相対座標（ ）
操作対称面に簡単にUCS指定、またLookFromビューとの合致もサポートしました。
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基点指示
 UCSを定義する面を指定して変更します。
基点アイコン表示切替
 基点アイコンの絶対座標位置での表示、UCS位置での表示を切り替えます。
絶対座標へ戻す
 変更したUCS基点を絶対座標（ワールド座標）に戻します。
LookFrom合致化
 3Dモデルを回転させて

LookFromビューとの合致

基点指示結果

コマンド実行
LookFrom [正面]

と合致回転



3D盤図 WIM部品配置3D盤図 WIM部品配置
WIM部品配置コマンド実行時、あらかじめ面定義しておかなくても都度、ソリッド面を指定して部品配置できるように
なりました。
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面定義されてなくても
その場で面指定して
WIM部品配置コマンドが
実行可能となった。

2020
面定義されてなくても、その場で新しい面を

指定して、配置コマンドを続行できる。

2019
面定義されてなければ、
コマンドは停止された。



3D盤図 補助線3D盤図 補助線
UCS指定した面に補助線を作図できるようになりました。
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相対座標-基点指示などでUCS面を定義
2020
補助線の作成を実行 定義した面に補助線が作画

2019
補助線はワールドワイド座標に作図されていた



ハード回路シミュレーター シミュレーション情報チェックハード回路シミュレーター シミュレーション情報チェック

ショート箇所や回り込み回路をチェックする機能が追加されました。
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